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はじめに
　日本の国際化に伴い定住外国人の増加が進む中、日本語を第二言語とする（以下、JSL）
子どもたちの数も増加し、JSL 児童生徒に対する日本語教育は急務の課題となった。文部科
学省は、学校教育の一環として行う日本語指導の全国的な質の担保を図るため、2014 年 1
月に「特別の教育課程」を公布した。徳島県においても 2014 年度から「帰国・外国人児童
生徒“いきいき”モデル事業」として JSL 児童生徒に対する日本語学習支援に取り組み始
めた（注1）。
　「特別の教育課程」が示す学校の教育活動に「日本語で参加できる」ための日本語力の育
成とは、早期の段階で在籍学級での学習活動に参加できることを意図している。ここで問題
となるのは、どのような教材を用い、どのように指導するのかといった指導に関する具体的
な方法である。光元・岡本（2006）は、取り出し授業で学年相当の内容を学び、早期の段階
で在籍学級での学習につなげる取り組みとして、「リライト教材」を使った教科学習支援を
提案した。リライト教材使用の効果は、光元・岡本・湯川（2006）、松田・光元・湯川（2009）
などの実践から確認できるが、何をどのようにやさしく書き換えるのかといった点について
は検討の余地がある。
　本稿では、JSL 児童生徒に対する日本語指導に関して、リライト教材の有効活用という視
点から以下の 3つの疑問について検討を行いながら、「特別の教育課程」で示される「日本
語で参加できる」ことを目的とした、在籍学級につなげるための日本語指導に関して提案を
行う。
①　在籍学級の学習内容につなげるためには、どのように教材を作成すればいいか
②　「できた」ことが実感できる教材とはどのような教材か
③　リライトで「何」を「どう」やさしくするのか
取り出し授業から在籍学級へつなげるための
JSL 児童に対する日本語指導
―リライト教材作成の手法を用いた国語科学習の試み―
元　木　佳　江
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1．JSL 児童に対する日本語教育
　文部科学省は 2014 年 1 月に学校教育法施行規則を改正する省令を公布、同年 4月 1 日よ
り義務教育諸学校における日本語指導の「特別の教育課程」の編成・実施が認められた。こ
こには、「学校教育の一環として行う日本語指導の全国的な質の担保」と「日本語指導が必
要な児童生徒が学校において主体的に学び、希望する進路を選択できる機会の保障」が明記
され、日本語指導は学校教育の中に明確に位置づけられた。
　「特別の教育課程」では、日本語指導が必要な児童生徒に対し「取り出し」指導により日
本語指導を行い（注2）、指導内容は「児童生徒が学校教育において各教科その他の教育活動に、
日本語で参加できる（下線筆者）ことを目的とする指導」と規定されている。
　では、子どもが「日本語で参加できる」ようにするには、どのような指導を行えばよいの
か。川上（2006）は、言語学習が分断せざるを得ない子どもたちの言語発達の確保と、子ど
もの「考える力」「生きる力」としての言語能力の育成が重要な課題であると指摘した。こ
の「考える力」「生きる力」としての言語能力は、単なる「知識」として日本語を教えるだ
けでは育成できない。川上は、「ことばと内容を統合する「内容重視」のアプローチが有効
な方法」とし、言語発達や認知発達の途上の段階にある年少者に対する日本語教育における
「ことばの力」の育成に関して、「内容」と「ことば」の統合教育の重要性を主張した。
　「JSL カリキュラム」（文部科学省、小学校編 2003、中学校編 2007）は、基本的にこの「こ
とばと内容を統合する「内容重視」のアプローチ」の視点で開発されている。JSL カリキュ
ラムの目指すところは、取り出し授業で教科そのものを学習するのではなく、「教科を中心
とする教室での学習活動」の内容を日本語で学ぶことにより、子どもたちの教科学習を促進
しようというものである。
　しかし、JSL の子どもを在籍学級から長期間取り出すことは望ましくない。縫部（1993）
の研究にも見られるように、JSL の子どもたち自身も日本語指導学級で学ぶことに満足はし
ているものの、常に在籍学級を意識しており、早く在籍学級に移って日本人児童といっしょ
に学校生活や社会生活を送ることを願っている。そのためには、取り出し授業の学びをいか
にして在籍学級につなげていくかということについてまで考える必要がある。先行研究では、
教科共通の「教科書文型一覧表」の作成（横田・小林 2005）や母語を活用した学習支援（清
田 2007、池上・末永 2009）など教科学習を促進するための研究が報告されているが、JSL
の子どもたちが在籍学級の授業に参加するためには、取り出し授業において「学ぶ力」を育
成することが最も重要であると松田・光元・湯川（2009）は指摘している。
　松田・光元・湯川（2009）は、教科学習のための「学ぶ力」を「「教科学習に関わる言語
能力」のみならず、「教科学習の基礎となる思考力」、「言語による自己表現力」、「他者の志
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向や感情を言語を媒介として受け止める創造力・共感力」」とした清田（2007）の定義に従
い（p.146）、取り出し授業において「来日間もない JSL の子どもができるだけ短期間で在籍
学級の授業に積極的に参加し、認知の発達段階に相応しい学年相当の学習活動を行えるよう
になること」（p.147）を目指し、「リライト教材」を活用した授業実践を行った。
　「リライト教材」とは、主に教科書教材を「表現はやさしく、内容は学年相当レベルで」
書き換えたものである（光元・岡本 2006、光元 2014）。リライト教材を活用した実践研究と
して、光元・岡本・湯川（2006）、松田・光元・湯川（2009）、村山（2009）、宇都宮（2014）、
光元（2014）などがある。光元・岡本・湯川（2006）では、日本語を全く解さなかった児童
がほぼ 1年間の取り出し指導で国語を原文で理解できるようになり、在籍学級での学習が可
能になった。松田・光元・湯川（2009）は、取り出し授業でひらがなの読み書きが可能になっ
た時期から「日本語による学ぶ力」の育成を試み、短期間で在籍学級への積極的な参加が確
認できたことを報告している。村山（2009）のイラスト付きリライト教材による授業実践で
は、JSL 児童が物語に親しみを感じると同時に、抵抗なく学習に入ることができた。宇都宮
（2014）は、取り出し授業でリライト教材を用い、国語の先行学習を試みた。その結果、国
語に興味を示さなかったK児は、登場人物の「心情」に関する学習課題まで考えることが
できるようになった（p.156）。このように、リライト教材は、母国での学びが日本に入国し
たために中断してしまうことを防ぎ、認知活動を継続させることを意図して作成され、JSL
の子どもが学年相当の学びを獲得することに寄与できる教材（光元 2014、p.21）として、「学
ぶ力」の育成に一定の効果を上げている。リライト教材を活用した学習支援は、「子どもの
学習言語能力の伸長を目指した教科学習という視点」（光元・岡本 2006、p.113）で取り組ま
れ、全人的発達を支える教育の一部として捉えることができる。
　以上、JSL 児童生徒に対する日本語教育が発達段階にある子どもにとって重要な位置づけ
であることを確認し、取り出し授業の内容が「言語能力の育成」から「学ぶ力の育成」へと
転換した経緯と、在籍学級につなげるための授業実践についてリライト教材を活用した授業
に関する先行研究を中心に概観した。
　リライト教材を用いた教科学習は、取り出し授業における JSL 児童の「学ぶ力」の育成
を考える上で非常に示唆に富んだものといえる。本稿では、このリライト教材の理念と授業
作りの手法を援用し、「特別の教育課程」で示される「日本語で参加できる」ことを目的と
した、在籍学級につなげるための日本語指導の一案を構築したいと考える。
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2．リライト教材とは
2－ 1　リライト教材の概要
　ここでは、リライト教材について光元・岡本（2006）および光元（2014）をもとに概要を
説明する。引用で特に注釈がない場合は、光元・岡本（2006）からとする。
リライト教材の種類
　リライト教材には 6つの種類－①口頭リライト教材、②要約リライト教材、③あらすじリ
ライト教材、④全文リライト教材、⑤ポイント教材、⑥注釈リライト教材がある（p.18）。
リライト教材を作成する際に重要なことは、子どもの実態や学習目標などにより複数の種類
を用いて完成させることである。作成したリライト教材は、「音読譜」形式（注 3）にして仕上
げる。
リライト教材のレベル
　リライト教材を作成する「目安」として、3つのレベル（レベル 0からレベル 2）が設け
られている（p.7）。リライトされた語彙や表現は、レベル 2に近づくほど教科書本文の表現
により近くなっていく。リライト教材作成の基本原則は、「表現はやさしく、内容は学年相
当レベルで」であるため、表現をやさしくすると同時に、学年相当の学習内容が消えてしま
わないよう配慮する必要がある。
リライト教材作成の手順
①　リライト教材の種類を決める。
②　作成する教材の「国語の目標」を決める。目標に照らして教科書のどの部分が大切かを
考え傍線を施す。
③　「日本語の目標」を決める。リライト教材でどんな日本語の語彙や表現、文型を教える
かを決める。
④　②で傍線を施した部分を中心に、全体の流れを考えながら子どもの日本語力にあったリ
ライトを作成する。
教材作成にあたっての留意点
①一文の長さは、5文節程度を目安に作成する。②文体は、レベル 0とレベル 1は敬体（で
す、ます）で、レベル 2は教科書と同じ文体で作成する。③レベル 1では単文を中心に、
複文は 2文に分けて接続詞を使う。④使用語彙は、レベル 1では動作化・視覚化できる語
彙を多く使う。レベル 2では、言葉で説明できる語彙も使う。⑤キーワードは、リライト
しないでそのまま入れる。⑥漢字の扱い方について、レベル 0では漢字を使わない。レベ
ル 1では、2年生までの配当漢字を使う。レベル 2では、教科書本文に準じ、必要に応じ
てルビを振る。　⑦レベル 1では、複合動詞は他の語に置き換える。⑧レベル 1では、受
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音読譜形式
　リライト文は、縦書きに音読譜形式で書く。音読譜は音の高低をはっきりと示し、一文が
文節相互の係り受けを中心に分割されているため、子どもにとって読みやすく、文の構造が
視覚的に捉えられるため、文の内容理解の助けにもなる。光元（2014）は、「漢字にルビを振っ
て音読譜形式で使用すると、読み誤りがなく内容理解も早く、達成感があり学習意欲も高ま
る」（p.21）と述べている。音読譜形式にする手順は、紙幅の都合で省略する（注4）。
2 － 2　リライト教材の問題点
　村山（2009）は、リライト教材は物語の読解において内容理解を進める上で有効な手法で
あることは認めているものの、リライトの作成方法が一般的になっておらず、各指導者の個
性により制作が行われていることを指摘した（p.5）。作成の指針となるものがなければ、ど
のような言語能力を育成したいのか、子どもに何を学ばせたいのかといった点が明確に示さ
れず、一つのリライト教材の中でずれが生じることとなる。また、教材作成にはかなりの労
力を要するため、経験が少ない指導者の場合、やさしい日本語に書き換えることばかりに気
を取られ、リライト教材そのものを作成することが目的となってしまうことも予想される。
これでは、取り出し授業の重要な目的である在籍学級へつなげるための「学ぶ力」の育成と
いった視点が見落とされかねない。村山は、指導経験の差にかかわらず「あるレベルのリラ
イト教材が作成できる簡潔な指針」（p.54）の必要性も指摘している。
　リライト教材を作成する際、子どもの言語能力をどのように捉えるのかという点について
の検討も重要である。最近では、「JSL バンドスケール（注 5）」や「対話型アセスメント（略
称「DLA」）（注 6）」など、JSL の子どもの言語能力を測定する方法が開発されているが、時間
的制限や指導者自身の問題など様々な理由から、当該児童の言語能力は「言語能力の部分的
な「知識」や「能力」の「評価」、指導者の経験による「評価」」（川上 2006、p.25）によっ
て把握されることが多い。村山の指摘するリライト教材が一般化されない理由として、子ど
もの言語能力の把握に関する方法が指導者の判断に委ねられているからということも考えら
れる。教材を作成する際、子どもの言語能力に対する指導者の評価は、重要な役割を担って
いる。
　村山は、授業をどう構成するかといった点にも注目している。「日本語で参加できる」力
を育成するには、在籍学級につなげるための授業構想において学年相当の課題を設定する必
要がある。これに関して光元は、「教科書とともに使えるリライト教材の作成・「授業構想メ
身や使役表現は他の表現に変える。　⑨連帯修飾表現は、2文に分けたり、他の表現に置
き換えたり、省略したりする。⑩接続表現は、文の流れが自然になるように入れる。⑪慣
用表現を積極的に入れる。⑫擬音語・擬態語を意図的に入れる。
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モ表」」（以下、「授業構想メモ表」）を考案（光元 2014、p.24）し、ぶれない授業作りを提案
した。本稿で報告する授業実践では、この「授業構想メモ表」を活用している。
2 － 3　「授業構想メモ表」
　ここでは、光元聰江氏の講義資料（注7）をもとに「授業構想メモ表」について概説する。
　藤森（2013）の考案した「バタフライ・マップ法（Bマップ法）」は、「〈美しい論理力〉
を構成する「整ったことば」を育てるための実践理論」（p.115）として提案され、国語科の様々
な言語活動の中で活用されている。光元はこの「藤森Bマップ法」を応用して、「教科書と
共に使えるリライト教材」作成の構想表（「授業構想メモ表」）を考案した。この「授業構想
メモ表」は、リライト教材を作成するための構想メモとしての機能と授業を進めるための羅
針盤（学習指導案）の機能を合わせ持っている。
　以下に、「授業構想メモ表」の書き方について、2014 年 10 月 21 日講義資料より転載する。
「教科書と共に使えるリライト教材作成・授業構想メモ表」（書き方）
B表　←　→　A表
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　「授業構想メモ表」は、中心部を破線で二分割している。右側を「構想メモA表（以下、
A表）」と呼び、学年相当の学習課題により子どもが学習できるよう構想するメモ書きである。
左側の「構想メモB表（以下、B表）」は、A表の学年相当の学習課題がぶれないようにし
ながら、インクルーシブな授業を構想するためのものである。A表・B表から成る「授業構
想メモ表」は、1枚のマップに収まって俯瞰できるため、常に学年相当の課題に向かって進
められているかどうかを確認しながら授業を構想できる。また、中心軸に学年相当の学習と
しての授業目標を据えることで、軸がぶれないように注視しながらインクルーシブな授業展
開を構想することができるという利点がある。
2 － 4　「自己有能感」を高める授業構想
　「授業構想メモ表」作成により求められる「ぶれない授業」は、子どもの達成感や自信に
も影響する。宇都宮（2014）の報告の中で、編入時の小学校 3学年ではほとんど授業への参
加が見られなかったK児が、取り出し授業での先行学習により、内容の理解だけでなく在
籍学級での態度まで変化した様子を報告している。K児の例にみられるような自己への肯定
的評価は、森沢（2005）のいう「自己有能感」を育成、向上させるための日本語指導に通ず
る。森沢は、JSL 児童の日常経験から形成される否定的自己概念を払拭するためには、日本
語を使って「できた」「わかった」といった経験をすることが重要であり、支援者としても
児童のすべてを受け入れ、認め、JSL 児童自らの可能性に気づかせるような指導を心がける
べきである（p.40）と述べている。そして、JSL 児童の「自己有能感」を育成するために有
効と思われる 3つの理論（注 8）と、JSL 児童の「読む」力の育成についての理論（注 9）、教授
法（注 10）等を基軸とし、JSL児童の「読む」力と「自己有能感」を育成する日本語指導につい
て提案を行った。
　森沢の提案は、授業構想メモを作成する上で、何に注目し、どのように授業を展開し、ど
のように指導すればいいのかについて具体的に考える助けとなる。
3．在籍学級につなげるための国語教科における学習支援に関する実践
　国語の教科は日本語への依存度が高く、教科の中でも特に指導しにくい教科といわれてい
る。全人的教育の根幹は高次の思考であることを考えると、国語で学ぶ内容は、「子どもの
知的興味を刺激し、学齢相当の思考をさせるにふさわしい教材」（光元・岡本 2006、p.2）と
いえる。本章では、取り出し授業の目的を 1章の「学ぶ力」の育成と捉え、リライト教材の
理念と 2章のリライト教材作成の手法を援用した、国語教科における日本語指導の一試案に
ついて提案する。実践の課題としては、2－ 3を踏まえ学年相当レベルの授業内容であること、
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授業の構想には 2－ 4で論じた「自己有能感」の育成の視点を含めることとする。
3 － 1　実践の概要
●対象児童：2014 年 6 月に小学校 6年に編入してきた JSL 児童 C児（国籍：フィリピン）
　　入国時の日本語は 0レベルであった。9月の時点で、ひらがなの読み書きができ、漢字
も一部読み書きができた。カタカナは完ぺきではないが、読み書きができる。
●実践形態：取り出し授業
●実践期間：2014 年 9 月 10 日～ 9月 25 日　計 6時間
　　＊取り出し授業全体の実施期間は 2014 年 6 月～ 2015 年 1 月末まで。合計 53 時間
●実践方法：「授業構想メモ表」をもとに、リライト文と教科書をともに使いながら行う。
●使用教材：大牟田稔（2013）「平和のとりでを築く」（『国語　六　創造』光村図書）
3 － 2　授業の構想
　在籍学級での学習活動に参加できることを目指し、以下の点に留意しながら授業の構想を
練った。
①　可能な限りの先行学習
　担任に学習の進度を確認することで、指導の方針を決める。例えば、先行学習であれば語
彙や表現を新しい知識として教えながら学習課題に取り組む。後行学習であれば、授業で学
んだ言葉や内容をどのように理解しているかを確認しながら学習課題に取り組む。
②　背景知識・既有知識の確認
　JSL の子どもについては、文化や社会、教育内容などの違いによりその子どもが持つ背景
知識や既有知識が日本人の子どもと異なる。個々の児童の背景知識・既有知識を知ることは、
学習の課題を設定する上で重要である。
③　取り出し授業の学習課題の設定
　取り出し授業での学習を在籍学級につなげるため、C児の言語レベルを考慮しながらも、
できるだけ在籍学級で行う学習に近い課題で学習を進めたいと考えた。在籍学級では、「平
和のとりでを築く」の読みの活動として、事実と意見を区別して内容を的確に読み取り、要
旨をとらえるためのワークシート（ここでは便宜上、「「要約」ワークシート」と呼ぶことに
する）を準備していた。そこで、取り出し授業の学習課題を「要約」ワークシートの内容を
含むよう設定し、ワークシートを通して在籍学級の学習へつなげることを目標とした。「要約」
ワークシートは、C児にも使えるようリライトの手法を用いて加工して使用した（資料 1）。
要約を行うためには内容を理解する必要がある。そこで、内容を読み取るための「質問」ワー
クシート（資料 2）を準備して、質問に対する答えを教科書本文から探し出させるようにした。
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この「質問」ワークシートが、「授業構想メモ表」（資料 3）の中のインクルーシブな学習課
題であり、C児の教科書を「読む」力を促す足場となる。
④　リライト教材の手法を用いて教科書を「読む」
　本来なら、「授業構想メモ表」をもとに子どもの日本語力に合わせたリライト教材を作成
するのであるが、可能な限り先行学習を進めようとすれば、リライト教材を作成することは
時間的に厳しい。そこで、今回は③の学習課題に取り組むために必ず読まなければならない
文を中心にリライトを行い、附箋に書いて教科書に直接添付した（資料 4）。このリライト
文は、「授業構想メモ表」の「事実」に当たる。
⑤　「自己有能感」の育成
　「わかった」ことが確認でき、「できた」という実感が持てる仕掛けや工夫は、「質問」ワー
クシートや「要約」ワークシートで試みた。まず、附箋のリライト文とリライトに対応する
教科書の本文を読みながら、内容を理解させる。何度も出てきた言葉や、内容を理解するた
めに必要な言葉－キーワードを、「質問」ワークシートの下段にメモさせる。指導者は、教
科書を読む際、「質問」の回答となる重要な語句や内容を繰り返し発音したり、板書したり、
あるいは、学習課題と同じ質問を投げかけたりしながら、読解を進めていく。次に、「質問」
ワークシートを使って、読んだ部分に関係する課題に取り組む。最初に「質問」の内容を確
認し、子どもに質問に対する答えが教科書本文のどこに書かれているかを探すよう指示し、
口頭で答えさせた後、「質問」ワークシートに書き込ませる。この時点で、「わかった」とい
う実感が得られるようにする。リライトした「要約」ワークシートは、学習のいちばん最後
に学習の振り返りとして使用する。大事な点は、子どもがリライトの「要約」ワークシート
に書き込んだ後で、必ず、在籍学級の子どもたちが使っているワークシートを見せ、同じ学
習をしていることを伝えることである。このことにより、自分も同じことが「できる」とい
う自尊感情が強まり、「自己有能感」に気づくことができる。
　C児は明るく前向きな性格であるが、自分が日本語をうまく操れないことに対して否定的
な感情を持っている。みんなと同じことをやりたいという強い気持ちは、毎回の取り出し授
業で、「漢字を勉強したい」と言って 6年の国語のプリントを持ってくることからも推察で
きた。そのためか、C児は低学年で習うやさしい漢字の読み書きが十分にできなかった。筆
者が、担任の先生に 2年生や 3年生の漢字のプリントをもらって勉強することをすすめると、
C児は「はずかしい」と言って、取り出し授業で準備してほしいと言った。C児にとって、
自分が低学年の漢字を学習していることを友達に知られることはとても恥ずかしいこととし
て受け止められていた。取り出し授業で在籍学級と同じ学習をするということは、否定的自
己概念を払拭するといった点から考えても、重要な意味がある。C児は特に漢字の学習を望
んでいたため、使用する教材では一度提出された漢字にはルビを付けないようにして、学習
の成果を感じ取れるよう配慮した。
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資料 1　リライトした「要約」ワークシート
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資料 2　「質問」ワークシート
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資料 4　附箋に書いて教科書に貼ったリライト文
3－ 3　授業全体の流れ
　取り出し授業は、2014 年 6 月～ 10 月までが週 2回 3 時間、11 月～ 2015 年 1 月までは週
1回 1時間行った。ここでは、「平和のとりでを築く」の学習についてのみ記載する。
実践日 学習内容
9月 10日
「「平和」について考える」
学習の背景となる語彙（平和、戦争、原子爆弾など）を学び、「平和」について思いつくことを
話す。
9月 11日 「平和のとりでを築く」p.85 ～ p.87 の写真を見て、どのような内容が書かれているかを予測する。内容理解のための重要語句や文に線を引く。
9月 12日 p.85 ～ p.88本文の前半に書かれていることを、「質問」ワークシートを使って確認する。
9月 18日 p.88、4 行目～ p.89、2 行目本文の後半の学習。前半とテーマが変わっていることに気づかせる。
9月 24日
p.89 ～終わりまで
・本文の後半に書かれていることを、「質問」ワークシートを使って確認する。
・「要約」ワークシートを使って、段落①～⑤の内容をまとめる。
9月 25日 ・「要約」ワークシート、段落⑥～⑬の内容をまとめる。・「平和」について、自分の考えを話す。
教科書本文（掲載ページ） リライト文
広
ひろしま
島市には、一発で原子爆
ばくだん
弾で破壊
かい
され、そのまま
の形で今日まで保存されてきた「原爆ドーム」とい
う建物がある。（p.85）
「原爆ドーム」は広島市にあります。
この建物は原子爆弾でこわされました。
もともとは、物産陳
ちん
列館として、一九一五年（大正
四年）に完成した。（p.86）
物
ぶっさん
産ちん列
れっかん
館は 1915 年に完成しました。
建物は、ほぼ真上からの爆風を受けたため、全焼はし
たものの、れんがと鉄骨の一部は残った。（p.87－p.88）
建物は全部焼けました。
でも、れんがと鉄骨はのこりました。
原爆ドームを保存するか、それとも取りこわしてし
まうか、戦後間もないころの広島では議論が続いた。
（p.88）
原爆ドームを保存するか、こわしてしまうか、広島
では議
ぎ ろ ん
論が続きました。
このことが新聞やテレビで伝えられると、全国から
保存を願う手紙や寄付が次々と広島市に届けられる
ようになった。（p.89）
保存にはお金がかかります。
新聞やテレビを見た人が応援してくれました。
この市民中心の活動は、原爆ドームが世界遺産に指
定される一九九六年（平成八年）まで続いたのである。
（p.89）
原爆ドームは世界遺産に登録されました。
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4．実践の考察
　実践の成果について、ワークシートの記述を中心に、C児の授業の様子を含めながら考察
を試みたい。まず、語彙に関しては、「授業構想メモ」の中の「リライトに用いるキーワード」
－平和、戦争、原子爆弾、核兵器、鉄骨、れんが、落ちる（落とされる）、残す、壊す、保存、
賛成、反対、世界遺産、登録－のうち 7つの語彙（平和、原子爆弾、鉄骨、れんが、落ちる、
残す（残る）、壊す、保存）が記述の中に使われていた。C児の記述は、「原子爆弾で町はど
うなりましたか」の質問に対して、「たてものがこわれました。やけました。人もたくさん
死にました。」というように、教科書の文をやさしく書き換えたものが多く見られた。これは、
C児が教科書の内容を理解し、自分の言葉で表現できたことを示している。C児は、漢字が
理解できることが日本語が上達したことを示す物差しの一つとして考えていた。そこで、教
材には一度提出された漢字にはルビを振らないようにしたが、このことで、難しい漢字も最
終的にはルビなしで読めるようになった。「質問」ワークシートの記述からは、C児の読み
書き能力の進歩が見られた。担任からも「日記もがんばって書いています」というコメント
があり、他の学習活動においても積極的に取り組む様子がうかがえた。
　1回目（9月 10 日）の授業で、C児は自分の国は「平和じゃないからいやだ」と言い、「ど
うしたら平和になるのか」という筆者の問いに対して、「正しい election（選挙）」と答えた。
日本の戦争の歴史については知識がなかった。教科書の写真を見ながら「戦争、広島、原子
爆弾」について説明すると、少し驚いた様子で事実を受け止めた。3回目（9月 17 日）の授
業で「平和のとりでを築く」の前半部分の学習がほぼ終わった。担任からのコメントには
「平和について、戦争の怖さ、悲惨さについて理解しているようです」と書かれてあった。4
回目（9月 18 日）の授業で、C児は次のような質問をした。「先生、少女が書いた日記は今
どこにありますか。」C児は原爆ドームに強い関心を持ったようだ。
　6回目（9月 25 日）の授業で、実践の最終目標である「要約」ワークシートを完成させた。
C児は、教科書のどこに必要な情報が書かれているかを探しながら、（　　）に言葉を埋め
ていった。リライト文を附箋に書いて教科書に直接添付したことで、C児は自然と教科書に
目を通し、教科書のどこに何が書いてあるかを記憶していたのである。「要約」ワークシー
トを完成させたC児の表情には、やっと終わったという安堵と、「平和のとりでを築く」を
最後まで読んで理解できたこと、そして、クラスの友だちと同じ内容で「要約」に取り組め
たことに対する達成感が表れていた。これは、同じ語彙や内容が形式を変え、繰り返しスパ
イラルに学習が進められた成果であると思われる。
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5．おわりに
　本実践は、以下の疑問を解決する取り組みとして始まった。
　①「在籍学級の学習内容につなげるためには、どのような教材を作成すればいいか」。こ
れに対しては、在籍学級で使われるワークシートの完成を学習目標とし、授業を構想し、教
材を作成することを試みた。②「「できた」ことが実感できる教材とはどのような教材か」。
これについては、森沢（2005）の「自己有能感」の育成の知見をもとに、教材や指導の中に
仕掛けや工夫を施して取り組んだ。しかし、③「リライトで「何」を「どう」やさしくする
のか」の疑問については、まだ答えられていない。実践では、学習を行う上で必要な語彙を
キーワードとして「授業構想メモ表」に記載した。このキーワードは、難易度に関係なく、
やさしい表現にせずに原文のまま提出したが、C児はキーワードを十分に理解し、教科書の
内容を理解することにつながった。ここに③に対する答えを見出すことができる。つまり、
③の疑問「「何」を「どう」やさしくするのか」ではなく、「「何」をやさしくしないのか」
を検討することが、学年相当の内容を維持するのに重要であるということである。
　本実践の新たな問題として、先行学習を在籍学級の進度に合わせて進めることの困難さが
あげられる。「平和のとりでを築く」の学習は、1回目の取り出し授業では在籍学級より先
行した形で学習を始めたが、取り出し授業の 6回目を終了した時点では、在籍学級の学習は
次の単元に入っていた。ここで考えるべきことは、取り出し授業の役割である。「特別の教
育課程」が施行されてから、JSL 児童生徒の「学ぶ力」の育成が重要視されているが、取り
出し授業で何をするのかについて、今一度、原点に立ち返り、その役割について議論するこ
とが今後の重要な課題である。
注
⑴　徳島県では 2012 年に、徳島県教育委員会と JTMとくしま日本語ネットワークとの協
働事業「平成 24 年度徳島県『帰国・外国人児童生徒サポートシステム開発モデル事業』」
として、外国人児童生徒に対する日本語教育に取り組み始めた。2014 年度には、予算を
重点化する 76 モデル事業の一つとして、「平成 26 年度帰国・外国人児童生徒“いきいき”
モデル事業」が採択された。
⑵　「特別の教育課程」による日本語指導
　①　指導内容：児童生徒が日本語で学校生活を営み、学習に取り組めるようになるための
指導
　②　指導対象：小・中学校段階に在籍する日本語指導が必要な児童生徒
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　③　指 導 者：日本語指導担当教員（教員免許を有する教員）及び指導補助者
　④　授業時数：年間 10 単位時間から 280 単位時間までを標準とする
　⑤　指導の形態及び場所：原則、児童生徒の在籍する学校における「取り出し」指導
　⑥　指導計画の作成及び学習評価の実施：計画及びその実績は、学校設置者に提出
⑶　音読譜は、日本語の文章を意味なりに自然な音調で音読するためのものである。光元
（2014）p.21
⑷　詳しくは、光元・岡本（2006）の「2．音読譜の作成方法」に書かれている（p.21）。
⑸　JSL バンドスケールは、早稲田大学大学院日本語教育研究科の川上郁雄研究室で「日本
語を第一言語としない子どもたち」（JSL 児童生徒）の日本語能力を把握するために開発
された「測定基準（ものさし：scales）」で、『小学校編』、『中学・高校編』がある。JSL
バンドスケールによって、子どもの日本語能力を統合的に把握し、その言語能力にあった
日本語指導を実現することが可能になる。http://www.gsjal.jp/kawakami/jslbandscale.
html（2015 年 5 月 30 日アクセス）
⑹　外国人児童生徒の総合的な学習支援事業の一環として、平成 22 年度から平成 24 年度に
かけて文部科学省が東京外国語大学に委託し開発した「学校において利用可能な日本語能
力」の測定方法。ホームページにも掲載されている。『Dialogic Language Assessment for 
Japanese as a Second Language　外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント』（文
部科学省初等中等教育局国際教育課）http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/
　003/1345413.htm（2015 年 5 月 30 日アクセス）
⑺　筆者は 2013 年 10 月 22 日と 2014 年 10 月 21 日に鳴門教育大学で光元聰江氏の講義を拝
聴した。
⑻　森沢が援用した 3つの理論とは、最近接発達領域理論（Vygotsky, L. S. 1967）、スキャ
フォールディング（Hammond, J. 2001）、スパイラル指導法を指す。森沢（2005）pp.40－
41 参照。
　　参考文献　ヴィゴツキー（Vygotsky, L. S.）（柴田義松訳）（1967）『思考と言語』明治
図書、Hammond, J.（2001）Scaﬀ olding and leaning in language and literacy 
education. Sydney：Primary English Teaching Association
⑼　文字や単語の意味的符号化を行う初期レベル、背景知識や既有知識から文章全体の表象
を作る談話処理レベル、メタ認知技能を使ったモニタリングなど読解の過程を指す。詳し
くは、森沢（2005）pp.36－37 参照。
⑽　「豊かな教授法」と「相互教授法」。森沢（2005）pp.40－41 参照。
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